
 渡航先国名：

 旅券(パスポート）残存有効期間  フィリピン入国時６カ月以上必要。

 査証(ビザ）  ３０日以内の滞在の場合、不要。但し「eTravel」のオンライン登録が必要｡

 渡航手続料：４,４００円  日本にて旅行代金と一緒にお支払いください。

 出発便の出発時刻７２時間前からフィリピン政府公式WEBサイトより登録が可能です。各人メールアドレスが必要。

 URL：https://etravel.gov.ph/から、基本的な個人情報、旅行情報、健康に関する情報などを入力し、登録完了後に

 表示されるQRコードを保存または印刷し、搭乗時及び入国時に提示。登録に要する時間は５分ほどです。

 ※当社にて代行手続きをご希望の場合は 、１件につき代行手数料８,８００円を申し受けます。

 成田空港：３,１６０円（空港使用・保安料）  日本にて旅行代金と一緒にお支払いください。（９月１日改定）

 国際観光旅客税：１,０００円

 現地空港税：１,５００円  ※現地空港税は為替の変動等により変わる場合があります。

 燃油サーチャージなどは別途徴収  目安：１２/１現在､往復１６,０００円　※原油価格等の変動により変わります。

 フィリピン・ペソ（PH Peso）　１ペソ＝約２.７円　（２０２４年１２月上旬現在）

 ･ 日本円から簡単に両替できますので、日本円をお持ちください。米ドル等のご用意は特に必要ありません。

現地にて添乗員が両替のご案内をいたします。

 ･ 千円札、五千円札を中心にご用意いただきますと、必要な分のみ両替でき便利です。

 ･ 安全の面からも現金は必要最小限とし、海外でも利用可能なクレジットカードを併用されることをお勧めします。

 ･ クレジットカードは幅広く安全に利用でき、レートもやや有利です。予め４桁の暗証番号（ＰＩＮ)の確認を。

 ・ フィリピンは常夏の国で､気温も湿度も高い熱帯モンスーン気候に属しています。１２～２月は湿度も低く乾燥して

涼しくなり台風も少ないため、最も過ごしやすい季節となります。

 ・ 日本の夏服で十分ですが、つばの広い帽子やサングラス、日焼け止めなどの紫外線防止対策が必要です。
 ・ 建物や乗り物内での冷房の効き過ぎに備えて、薄手のカーディガンやストールなどの羽織れるもののご用意も。

 ・ 一般的にカジュアルな服装でＯＫです。折り畳み傘などの雨具や晴雨兼用の傘のご用意もお忘れなく。

 ・ ２日目、シャンパンルームでの昼食時はドレスコード「カジュアル」の指定があります。Tシャツ､ノースリーブ､短パン

などの露出度が高い服装やGパン、サンダルは避け、男性は襟付きのシャツに可能であればジャケットを、女性は

ジャケットやカーディガン、ストールなどをご用意ください。

 ・ 当ツアーにてご利用いただく「ザ・ヘリテージホテル」のお部屋は「クラブルーム」となり、同ルーム以上のグレードに

ご宿泊のお客様専用の「ミレニアム・クラブラウンジ」にて、贅沢なひと時をご満喫いただくこともできます。

ツインルームでバスタブも付いていますが、大型ベッドが１台のダブルベッドルームとなる場合があります。

トリプル（３名１室利用）も可能ですが、１台はエキストラベッドとなりますので、やや手狭となります。
 ・ ホテルには基本的なアメニティグッズが備え付けられていますが、洗面用具類は簡単なものです。歯磨きセット、

シャンプー、コンディショナー（リンス）も用意されていますが、ご心配な方はできるだけ日本からお持ちください。
また､スリッパやドライヤーもありますが、パジャマ類の備え付けはありません。必要に応じ日本からご持参を。

 ・ 水道水は飲めません。市販のミネラルウォーターをご利用ください。

今回ご利用のホテルには、毎日お１人様１本ずつ無料のミネラルウォーターが用意されています。

 ・ 食事はバラエティーに富んだ洋食、中華、海鮮、ビュッフェなどをご用意しておりますが、独特のスパイスが効いた

料理もありますので、香辛料が苦手な方はお好みにより携帯用の日本食やミニパックの醤油などの和風調味料、

インスタント味噌汁、梅干し、佃煮や、嗜好品等をお持ちになると良いでしょう。

 ・ 生ものは絶対に避けてください。また、氷や屋台のアイスクリームも要注意です。

フルーツ類は安心してどうぞ。（但し、屋台等で売られているカットフルーツにはご注意ください。）

 ・ 電圧は２２０Ｖ、６０Ｈｚです。ホテルのコンセントは日本と同じAタイプですが、日本の電気製品はそのままでは使用

できませんので、海外旅行用のものをお持ちになるか、変圧器やマルチプラグ（アダプター）をご用意ください。

 ・ 公共の場での喫煙は全面禁止です。違反すると懲役刑または罰金が科せられます。

また、電子たばこの持ち込み、使用も禁止されています
但し、今回のホテルにはロビー階やプールエリアに喫煙場所が設置されています。

 ・ 常備薬、特に処方薬や胃腸薬・かぜ薬等は必ずお持ちください。外国では簡単に薬を買うことができません。

 ・ 外国で病気やケガの治療を受けると、非常に高額な費用がかかることがあります。

ご旅行中に新型コロナ感染症に罹患し、または濃厚接触者となった場合など、現地の法令などに基づき隔離その
他の措置が必要となった場合には、その指示に従っていただきます。またこれに要する費用はお客様のご負担と
なります。ご出発前に十分な補償額の海外旅行保険に加入されることをお勧めします。

 ・ 外務省よりマニラ首都圏全域に対しても、危険情報レベル１「十分注意してください。」が発出されています。
外務省より全世界に対し発出されていた感染症危険情報は、レベル１の新型コロナウイルス、mpox（サル痘）とも
 '２３年５月に一旦解除されましたが、'２４年８月、アフリカの一部に対しmpoxのレベル１が再発出されています。

３２．０ ３２．０ ３１．０ ３０．０ ３１．０ ３２．０  気候は年により異なる

２５．０ ２５．０ ２４．０ ２４．０ ２４．０ ２５．０  ため左記は目安として

２２．０ １７．０ １２．０ １１．０ １１．０ １４．０  ご覧ください。

１５．０ 　９．０ 　４．０ 　１．０ 　２．０ 　５．０
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 ※各国の祝祭日には、美術館や博物館が休館となったり商店等も休みとなる場合があります。
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